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本部員

 

長谷川

 

閑史

優秀な人材の獲得

人・モノ・(金)＋知財をパッケージで提供
→日本の技術をAsian StandardAsian Standardに

・PPH/ワークシェア
・アジア全体の知財教育
・共通言語としての英語の採用

日本の優位性
・科学技術の先進

 性（環境・医療）
・知財制度の充実
・事業化ノウハウ

イノベーションの
創出と発信のサイクル
（国の主導で実現へ！）

アジアの途上国：巨大マーケットでありながら、知財面でも多くの課題を抱える

途上国の知財面の課題
・自国の利益保護重視
・特許制度の国際的調和

 に対する警戒心：先進国

 との交渉道具として利用

アジアにおける先端技術のイノベーション拠点としての国づくり
～知財・科学技術を活用した「アジア」経済域の構築～
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